
 

令和３年度志木市一般会計・特別会計決算の概要 

 

■ 一般会計 

＜決算規模＞ 

・歳入総額 ３３４億９,１０７万円【前年度：３６５億４,２９５万円（ ８.４％減）】

・歳出総額 ３０８億０,９７５万円【前年度：３４７億９,８７２万円（１１.５％減）】 

 

＜収支状況＞ 

・歳入歳出差引額  ２６億８,１３２万円【前年度：１７億４,４２４万円】 

・実質単年度収支額   ８億６,７２９万円【前年度： ４億２,９７１万円】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表示単位未満を四捨五入しています。 

                          （裏面へ続く） 

 

 

記者発表資料 

一 般 会 計 決 算 の 特 徴 

 

○ 歳入は、庁舎建設事業債や臨時財政対策債の増などにより地方債が増となったものの、特別

定額給付金給付事業費補助金や新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金などの国

庫支出金の減等により、前年度比３０億５,１８８万円の減となっています。 

○ 歳出は、庁舎建設事業の増などにより総務費が増となったものの、特別定額給付金事業や水

道基本料金緊急軽減事業費の減等による民生費の減や、小・中学校体育館空調設備設置工事

費の減等により教育費が減となったことなどにより、前年度比３９億８,８９７万円の減とな

っています。 

○ 実質単年度収支（財政調整基金の増減を控除した、当該年度の実質的な収支を把握する指標）

は、昨年度に引き続き黒字（８億６,７２９万円）となりました。なお、財政調整基金残高は、

前年度から１億６,２１３万円増の３１億６,０７０万円となっています。 

○ 財政構造の弾力性を表す経常収支比率は９０.８％で、前年度（９３.８％）より３ポイント

の減となりました。 

○ 地方自治体の財政状況の健全度を示す健全化判断比率は、全ての指標（実質赤字比率、連結

実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担比率）において基準値を大きく下回っており、

本市の財政状況が健全であることを示しています。 

○ 令和３年度末の市債残高は２１１億７,５８１万円で、庁舎建設事業債や宗岡小学校体育館大

規模改修事業債の増などにより、前年度から３３億６,８１９万円の増となりました。 

なお、市民１人当たりの市債残高は２８万円となっています。 

資料２  



■ 特別会計                     （単位：万円）                                     

 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額 

国民健康保険特別会計 ７１７,１０５ ６７８,３５９ ３８,７４５ 

志木駅東口地下駐車場事業特別会計 ５,１８０ ４,８９８ ２８２ 

介護保険特別会計 ５０７,２３７ ４９４,８２８ １２,４０９ 

後期高齢者医療特別会計 １０１,２３４ ９９,８４３ １,３９１ 

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が合わない箇所があります。 

 

■ 企業会計                   （単位：万円、税抜） 

 収   益 費   用 経常損益 特別損益 純損益 

水 道 事 業 会 計 １２９,５９８ １１５,９５４ １３,６２６ １７ １３,６４３ 

下水道事業会計 １９７,４７４ １７２,０２２ ２５,４５２ ０ ２５,４５２ 

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が合わない箇所があります。 
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